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長年にわたり土地改良事業の推進に貢献され

たとして、このたび内山壽介さんに新潟県知事

から表彰状が贈られました。

内山さんは、昭和62年４月から平成23年３

月まで村土地改良区理事（平成13年４月から平

成23年３月までは同理事長）として改良区の運

営に積極的に取り組まれ、特に、県営ため池等

整備事業や女川左岸地区などの加入促進に尽力

されました。

内山さんは「自分だけの力でなく、まわりの

方々の協力があったからこそ頂けた賞だと思い

ます。支えていただいた皆さんに感謝したい。

今後も村の一産業である農業基盤の整備などに

協力していきたいと思います」と受賞の喜びを

語っていました。

表彰おめでとうございました。

内山壽介さん（大島）に

新潟県知事表彰

「長寿の秘訣は食べ物に気を付けていること」

近さんは平成24年12月11日で、満100歳の

誕生日を迎えられました。

手先が器用な近さんは、裁縫や刺繍が得意で、

愛広苑の浴場入り口にある大きなのれんは近さ

んの手作り。のれんの他にも、以前はぞうきん

などを村内の高齢者施設へ寄付してきました。

肌も白く、髪の毛も染めたことがないという

ほど真っ黒で、100歳とは思えないくらい若々

しい姿が印象的でした。

近 ミネさん（宮前）

自治功労表彰（高齢者表彰）
おめでとうございます

このたび、村のほう賞条例に基づき、自治功

労表彰が行われ、村から表彰状と記念品料が贈

られました。
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▲左から鳥屋海さん、渡辺海斗さん

川又光流さん、船山勝輝さん

全国中学生軟式野球大会
関川中野球部から４人出場
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このキウイフルーツ

皆さんは何に見えますか？
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村の魅力を発信し
地域と都会を結びつける

仕掛人づくり

地域プロデューサー養成講座

これは、辰田新集落の横山幸さんのお宅で、

11月下旬に収穫されたキウイフルーツです。約

20年にわたり自家栽培しているそうですが「こ

んな不思議な形のキウイフルーツを収穫したの

は初めて」と横山さんもびっくり！

動物が戯れているように見えますね。皆さん

は何に見えますか？

このキウイフルーツ

皆さんは何に見えますか？

12月19日、村民会館で「自殺予防メンタル

ヘルスサポーター養成研修会」が行われ、民生

児童委員や健康づくり推進員など約20人が参

加しました。これは、地域における自殺予防の

気づき・つなぎの担い手養成を目的に開催され

たもの。今年で５年目を迎えた研修会では、新

潟いのちの電話の渋谷志保子さんを講師に招き

「話を聴くということ」をテーマに講演が行わ

れました。（村上地域振興局と共催）

研修会では、参加者が２人組になって「死に

たい」と訴える人の会話文を教材に、それぞれ

が当事者と聞き手役を体験。参加者からは「本

当は死にたくないのでは」などの感想がありま

した。

参加者の感想を受けて渋谷さんは「相手の

“今”の気持ちに気付くことが大事」と話して

いました。

話を聴くこと・・・
相手の「今」の気持ちに

気づくこと


